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『
源

平
盛

衰
記
』

開
艘

尼
説
話

に

つ
い
て

1
観
音
巡
礼
を
中
心
に
ー

西

川

学

は
じ
め

に

燭
膜
尼
説
話

は
、
異
本
が
八
〇
種
ほ
ど
あ

る

「平
家
物
語
」

の
中

で
も
、
読

み
本
系

と
呼
ば
れ

る

『
源
平
盛
衰

記
』

(
以
下

『
盛
衰
記
』

と
略
す
)
巻
第

四

十
七

「北
条

上
洛
、

平
孫
を
尋

ぬ
附
欄
膜
尼
御
前

の
事

」
、

『
延
慶
本

平
家

物

語
』

(
以
下

『
延
慶
本

』
と
略
す
)
第

六
本

三
十

九

「経

正
の
北
方
出
家
事

付
身
投
給

事
」
、
『
長

門
本

平
家
物

語
』

(
以
下

『長

門
本

』
と
略

す
)
巻
第

十

八

「腸
膜
尼
事
」
と
語

り
本
系

八
坂

流
諸

本
の

『
城

一
本

平
家
物
語
』
(
以

下

『城

一
本
』
と
略
す
)
巻
十

二

「ど

く
ろ
御
前
」

の
四
本

に
し
か
な

い
、
特

異
な
説
話

で
あ
る
。

先
学

の
論
文

で
は
、
『
盛
衰

記
』
『
延
慶

本
』
『
長
門
本

』

の
三
本

に
し
か
な

い
説
話

で
あ

る
と
さ
れ

て
い
た
が
、
筆
者

の
調
査
か
ら

『
城

一
本
』

に
も
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
諸
本

の
比
較

に

『
城

一
本
』
を
加

え
て
考
察

し
た
。
(
な
お
、

『
城

一
本
』

の
閲
覧
を
許
可
下
さ

い
ま

し
た
國
學

院
大
學

図
書
館

の
ご
厚
意

に

対
し
、

こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
を
申
し

上
げ

ま
す

。
)

こ
の
説
話

に
関
す

る
先
行

研
究
は
、
渡

辺
貞
麿

二
.、
砂

川
博

〔
一.、
柳

田
洋

一
郎

....、
名
波

弘
彰

.四

.
の
各

氏
に
論
考
が
あ

る
。

い
ず

れ
も
説
話

の
生
成

と

流
伝
に
か
か
わ

っ
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

そ
れ

に
よ
れ
ば
、

こ
の
説
話
は

『
長

門
本

』
と

『
延
慶

本
』
の
間
に
説
話
を
忠
実

に
ダ

イ
ジ

ェ
ス
ト

し
た
か
た
ち

で

の
広

略

の
異
伝

が
収
め
ら
れ

、
『
盛
衰
記
』

は
そ
れ
よ

り
も
後

次
的
成
立

に
な

る
説
話

を
収

め
て
い
る
と
い
う
点

で
諸
氏

の
見
解
は

一
致
し

て
い
る
。
し
か
し
、

論
考

に
は
力
点

の
置
き
方

に
差

異
が
認
め
ら
れ
る
。

渡
辺
貞
麿
は
、
宗
教
社
会

に
お
け
る
融

通
念

仏

・
勧
進
聖

の
生
態
分
析

に
関

心
を
集
中
さ
せ
、
そ

の
面
か

ら

『
長
門
本

』
と

『盛
衰

記
』

の
あ

い
だ

の
説
話

の
流
伝
と
変
容
に

つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
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砂

川
博
は

、
『
長
門
本

』

の
多
面
的

研
究

の

一
環

と
し

て

『長

門
本

』
の
説

話

に
問
題
を
限
定

し
、
濁
膜

尼
説
話
が

、
「
四
天

王
寺

に
集
住
し

た
非
人
法
師

(念

仏
比
丘
尼

)
」

の
生
成

・
管

理
し

た
唱
導

の
話
材

を
採
集
し

た
も

の
と
判

定
し

て
い
る
。

柳

田
洋

一
郎

は
、
燭
膜
尼
が
燭
膜
を
持

っ
て
語
る
と
い
う
姿
勢

か
ら

「平
家

物

語
」
の
語
り
の
痕
跡
が
残

っ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。

名

波
弘
彰

は
、
渡

辺

の
論
考
を
受
け
な
が
ら
濁
膜
尼
説
話
が

『
長
門
本

』
『
延

慶
本

』
『盛
衰

記
』

の
順

に
成
立
し
た

と
す

る
生
成
論

を
示
し
た
。

四
氏

と
も
燭
膜

尼
説
話
に
関
す
る
生
成
論

に
関

し
て
言

及
し
て
い

る
が
、
『城

一
本

』
を
諸
本

の
比
較
に
加
え

て
い
な

い
こ
と
か
ら
研
究

が
不
十

分

で
あ

っ
た

と
言

え
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
先
学

の
四
氏

の
よ
う
に
諸
本

の
比
較
や
流
伝

に

関

し
て
述

べ
る
の
で
は
な

く
、
『
盛
衰
記
』

燭
膜
尼
説
話

の
核
と

な
る

「燭
膜

を
持

っ
て
巡
礼
す

る
人
々
」
と
い
う
説
話
内
容
を
中
心

に
考

え
て
い
き
た

い
。

調
儀
尼
説
話

『
盛
衰

記
』
『
城

一
本
』

『
延
慶
本
』

『
長
門
本
』

の
㈱
膜

尼
説
話

に
関
す

る

こ
と
を
表

に
ま

と
め
る
と
、
本
論
の
最
後
に
付
し
た
資
料

の
よ
う

に
な
る
。

〈資
料

1
参
照
〉

こ
の
表
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、

登
場

す
る
上
人

(東
山
長
楽
寺

の
阿
証
坊
印

西
/
大
原

の
湛
敬

上
人
)
、
醐

膜
尼

の
出
家
場
所

(蓮
台

野
の
池
坊
/
大

原

の

來

迎
院

)
、
若

君
の
供
養
場

所

(東

山
長
楽

寺
/
大

原

の
來

迎
院
)
、
腸
膜

尼

の
持

ち
物

(
首
と

小
車
/
首

の
み
)
、
若
君

の
父
親

(
平
重

衡
/
平

経
正
)
、

燭
膜

尼

の
巡
礼

の

コ
ー

ス

(東
山
長
楽

寺
↓
奈
良
東
大

寺

興
福

寺
↓
天

王
寺

西
門

/
大
原

の
來
迎

院
↓
天
王
寺
)
、
燭
膜
尼

の
往

生

の
遂
げ
方

(断
食
念

仏

↓
木

津
↓
難
波

の
沖

↓
入
水
/
無
言
念

仏
↓
渡

辺
川
↓
身
投
げ

)
、
欄
膜

尼

の

出
自

(桜
町
中
納
言
成
範

の
娘
/
鳥
飼
大
納

言
の
娘
)
の
観

点
な
ど
か
ら
、
燭

膜
尼
説
話
が

二
系
統
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。

す
な

わ
ち
、

そ
れ
は

『盛
衰
記
』

『城

一
本

』
系
と

『
延
慶
本
』
『
長
門
本
』

系

で
あ
る
。
前
者

の
燭
膜
尼
説
話

に
は

、

「欄
膜

尼

の
巡
礼
」
が

書
か
れ

て
い

て
興
味
深

い
。
以
降
は

、
前
者

の
燭
膜
尼
説
話

、
特
に

『盛
衰

記
』

の
濁
膜
尼

説
話
を
中
心

に
考
え

て
い
き
た

い
。

濁
懊
尼
は
、
夫
重
衡
が
犯
し
た
南
都
焼
き
討
ち

の
大
逆

に
よ

っ
て
、
若
君
を

失
う
と

い
う
宿
命
を
持

っ
て
い
た
。
夫

を
亡

く
し
、
我
が
子
を
殺
さ

れ
た
母
は
、

東
山
長
楽
寺

で
印
西
上
人
を
授
戒

の
師
と
し

て
出
家

し
、
夫
重
衡

が
犯
し
た
南

都
焼
き
討
ち
に
対
す
る
俄
悔
滅
罪

の
目
的

で
、
南
都
を
巡
礼
す

る
と
い
う
運
命

を
背
負

っ
て
南
都

の
地
ま
で
や

っ
て
来
た
。
そ
の
後

、
我
が
身

の
救
済

を
求

め
、

仏

の
慈
悲
を
頼

っ
て
天
王
寺

へ
参
り
、
難
波

の
沖

で
入
水
往
生

を
遂
げ

た
。

こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
欄
膜
尼
は
出
家
し

て
入
水
す

る
ま

で
に
巡
礼

を
し
て

い
る

の
で
あ
る
。
そ

の
巡
礼

の
コ
ー

ス
は
、
東
山
長
楽
寺
を
川
発

し
、
南

都
の
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東

大
寺

・
興
福
寺
を
経

て
、最
後

は
天
王
寺

へ
と
進
ん

で
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

ま
た
、
燭
膜
尼
が

「燭
膜

の
尼
」

と
呼
ば

れ
る
き

っ
か
け
と
も
な

っ
た
南
都

巡
礼
中

に
は
、

こ
の
地
に

「修
行
者

の
尼
共
多

く
あ
り
け
れ
ど
も
」
と

『
盛
衰

記
』

の
本

文
に
も
記
述
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
時
南

都

の
地
に
多
く

の
尼

た
ち
が

た
む
ろ
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か

る
。

そ
し

て
、

長
楽
寺
で
は
印
西
上
人
、
天
王
寺

で
は
印
西

の
弟
子

・
信
阿
弥
陀

仏
と
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
と

の
交
流

も
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
東

山
↓
南

都
↓
天
王
寺
と

い
う
巡
礼

の

コ
ー
ス
に
は
、
尼

や
聖
た
ち
が
大
き

く
関

わ

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

二

観
音
巡
礼
と
聖

燭
膜
尼

の
巡
礼

の
コ
ー

ス
の
背

景
に
は
、
観
音
信
仰
な
ら
び

に
観
音
巡
礼

が

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
以
下
に
、

一
つ

一
つ
の
寺
院

の
観
音
信
仰

に

つ
い

て
見

て
い
く
。

長

楽
寺

の
観
音
信
仰

に

つ
い
て
は
、

三
条
実

房

『
愚
昧
記
』
仁
安
三
年

五
月

二
十

一
日
条
に
、
京
洛
七
観
音

と
呼
ば
れ

た

「
六
角
堂

・
行
願
寺

・
清
水
寺

・

六
波

羅
蜜
寺

・
中
山
寺

・
河
崎

寺

・
婁

・
観
音

寺

・
得
長
寿
院

」

〈波
線

筆
者
〉

を
本
尊

の
観
音

の
名
付
き

で
記
し
、
当
時
参

詣
者
が
群
を
な
し

て
参

っ

て
い
た

と
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
じ
よ
う
に
京
洛
七
観
音

の
寺
院

に
参

詣
し
て

い
た

こ
と
は
、
同

時
代

の
日
記
類

か
ら
も
わ
か

っ
て
い
る
。

こ
れ

ら
の
日
記
類

か
ら
、
京
洛
七
観

音

の
信
仰
は
、
院
政
期

か
ら
始

ま
り
、
鎌
倉

・
室
町
時
代

に
至
る
ま

で
続

い
て

い
た

こ
と
が

わ
か
る
。
元
来

、
京

洛
七
観
音
信
仰
は
、
院

政
期
初

頭
か
ら

の
朝

廷
祈
祷
所

と
し
て
の
霊
験

寺
院
と

い
う
性
格
が
強

い
も
の
で
あ

っ
た
。
や
が

て
、

貴
族
た
ち

は
、
観
音

の
霊
験

や
現
世
利
益
を
慕

っ
て
観

音
参
り
を
始
め
た
も

の

と
考
え
ら
れ

る
。

江
戸
期
に
入

る
と
、

こ
れ

ら
の
寺
院
は
洛
陽
三
十
三
所
観
音

と
し
て
、
さ
ら

に
庶
民

に
定

着
し

た
。

そ

の
定
着

ぶ
り
は
、

「
洛
陽
観
音

め
ぐ
り
」

と
呼
ば

れ

る
京

の
わ
ら

べ
歌

(互
が
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
。

六
角
や
誓
願
寺
図
子

下
御
霊

革
堂
過
ぎ
て
吉
田
黒
谷

暴

か

ら
壱

二
ヶ
所

清
水

に
五

ヶ
所

六
波
羅

さ

て
愛
宕
寺

大
仏

や
泉

涌

寺

二
ヶ
所

今
熊
野
を
伏
見
街
道
九
条

へ
そ

出
る

東
寺
よ

り
松

西
東

蛸
薬

師

出
水

下
立
売

二
ヶ
所

か
い
川

東

向
観
音
過
ぎ

て
天
皇
寺

清
和
院

に
て
札
ぞ

納
る

〈波
線
筆
者

〉

ま
た
、
近
松
門

左
衛
門
作

『
他
力
本
願

記
』

(延

宝
七
年
刊

)
の

二
段
目

第

三
場

「玉

よ
の
姫

道
行
」

の
段

六̂
.
に
も
、
玉
よ
姫

が
都

三
十

三
所

の
巡
礼

に
出
か
け

る
場
面

が
あ

る
。

:
・
:

〈前
略

〉
さ

つ
と

こ
ほ
れ

て
ち
る
雪

は

む
め
や

さ
く
ら

の
花

か
つ
ぼ
み
か
さ
な
が
ら
あ
げ
は
の

髪

七
く
わ
ん
お
ん
と
聞
か
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ら
は
七
せ

の
ね

が
ひ
た

つ
か
ゆ

み

や
さ
か
に
ち
か
き
し
や
う
れ
う
じ

:

:
・
〈以
下
略

〉

〈波
線
筆
者
〉

京

の
わ
ら

べ
歌
や
近
松

の
例

か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
や
は
り
京

の
観
音
巡

礼
に
は

「長
楽
寺
」
が
外

せ
な

か

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
南
都

の
興
福
寺

・
東
大
寺

と
観
音

信
仰
の
関
係
に

つ
い
て
は
ど
う
で

あ

ろ
う
か
。

南
都

の
諸
寺

の
中

で
も
、
特

に
興
福
寺

の
南

円
堂
は
観
音
信
仰

の
聖
地
で
あ

る
。
七̂
.
現
在

で
も
南

円
堂

は
、

西
国
三
十

三
所
霊
場

の
第
九

番
札
所

と
し

て

庶
民

の
信
仰
を
受
け

て
い
る
よ
う
に
、
観
音

巡
礼

の
地

で
あ
る
。
南
円
堂
は
、

藤
原
北
家

の
冬
嗣

が
不
空

絹
索
観
音

を
安

置
し
て
創
建

し
た
も

の
で
、
藤
原
氏

の
繁
栄
と
は
切

り
離

せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
後

、
貴

族
た
ち

の
観
音
信

仰
が
庶
民
に
ま

で
広
が

っ
て
、今

日
の
南

円
堂

の
観

音
信
仰
が
あ

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
東
大
寺

の
観
音
信
仰

に

つ
い
て
は
、
二
月
堂

・
三
月
堂
を
挙
げ

る

こ

と
が
で
き
る
。
八̂
)

二
月
堂
は

、
十

一
面
観
音

を
安
置
す

る
堂

で
、

「十

一
面
悔

過
法
会

」

(お

水
取
り
)
が
行
わ
れ

る
堂

と
し

て
現
在

で
も
有
名

で
あ
る
。
こ

の

「
十

一
面
悔

過
法
会

」

(お
水
取

り
)
と
は
、
本
尊

の
十

一
面
観
音

の
前

で
行

わ
れ
る
協
悔

滅
罪

・
除
病
延
命

の
行
法

の
こ
と
で
あ

る
。

三
月
堂

(法
華
堂
)

は
、

不
空
絹
索
観
音

を
安
置
し
、
毎
年
三
月
に

「
法
華

会
」

が
行

わ
れ
た

。

「法
華
会

」

と
は
、
『
法

華
経

』
を
講

読
供
養

す
る
法
会

で
あ

り
、
平
安
朝

か
ら
は
勅
会

の
法
会

と
な

っ
た
。

『法

華
経
』
は

、
女

人
成

仏

・
悪
人
成
仏
が
説

か
れ
、
臓
悔
滅
罪

の
経
典

と
し
て
当
時

の
人
々
に
重

ん
じ

ら
れ

て
い
た

こ
と
か
ら
、
法

華
会

も
臓
悔
滅
罪

の
目
的

で
行

わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ

る
。

よ

っ
て
、
南

都
の
両
寺

で
も
観
音
信
仰
が

あ
り
、
特

に
臓
悔

滅
罪

の
功
徳

を

目
的
と
し

た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

最
後

に
天
王
寺

の
観
音
信
仰

に

つ
い
て
は
、
『
盛
衰
記

』
の
㈱
膜
尼
説

話
に

「年
も
既

に
明
け

け
れ
ば

、
救
世
観
音

の
草
創
な

り
、
仏
法
最
初

の
霊
地

な
り

と

て
人
に
相

具
し

て
天
王
寺

へ
そ

参
り
給

ふ
。
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

天
王
寺
金
堂

の
本
尊

は
、
百
済
か
ら
渡
来

し
た
と
さ
れ
る
救
世
観
音

で
あ

っ
た
。

院
政
期

に
は
、
聖

徳
太
子
が
救

世
観
音
を
守
本
尊

と
し

て
い
た
伝

承
や
聖
徳

太
子

の
伝
説
か

ら
、

「聖
徳
太

子
が
救
世
観

音

の
生
ま
れ
代

わ
り

で
あ

る
」

と

さ
れ

た
太
子

信
仰

が
隆

盛

で
あ

っ
た
。

九̂
∀
そ

の
た
め
歴

代

の
院

や
皇
族

・
貴

族
た
ち
は
、
こ
ぞ

っ
て
天
王
寺
に
参
詣
し

た
。
そ
の
様

子
は
、
『
台
記
』
や

『
玉

葉
』
な
ど

の
日
記
類

か
ら
も
う
か
が
え

る
。

ま

た
、
『
梁
塵
秘
抄

』
に

は
太

子
礼
賛

の
今
様
や
天
王
寺

礼
賛

の
今
様

が
あ

る

こ
と
か
ら

も
、
天

王
寺

へ
の
信

仰
、
す
な
わ
ち

「救
世
観
音

闘
聖
徳
太
子
」

の
信
仰
が
盛
ん

で
あ

っ
た
。

以
上

の
こ
と
か

ら
、

欄
膜

尼
が
巡
礼
し
た
寺
院
は
、
す

べ
て
観
音
信
仰

の
寺

院

で
あ

っ
た

と
言

え
る
。
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さ
ら
に
、
建
武

二
年

の
後
醍
醐
天
皇
中
宮
旬

子
の
安

産
祈
祷

を
記
し
た

『
御

産
御

祈
目
録

』
に
は

、
「
興
福
寺
南

円
堂

東
大
寺
法
花

堂

天

王
寺
金

堂
」

と
三
寺

の
名

が
あ
り
、

『拾

芥
抄
』

に
記
さ
れ
た
三
十

三
所

観
音

に
は

「東

大

寺
法
華
堂

天
王
寺

長
楽
寺
」
の
寺
名
が
あ

る
。
ま

た
、
『
御
修
法

法
文
記
』

嘉
元

元
年
閏

四
月
十
七

日
の
三
十
三
所
観
音

霊
所
に

は
、
「
長
楽
寺

興
福

寺

南
円
堂

東
大

寺
法
花
堂

天
王
寺
金
堂
」
が
上
げ

ら
れ
て

い
る
。
す

な
わ
ち

、

燭
膜
尼

の
巡
礼

の
寺
院
と
観
音
巡
礼

の
霊
所
が
重
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

燭
膜
尼

が
立

ち
寄

っ
た
東
山
長
楽
寺
、
南

都
東
大
寺

・
興
福
寺
、
天
王
寺
は
、

観
音
信
仰

に
よ
る
巡
礼
寺
院
と

の
関
係
が
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
ま
た
、
欄
膜
尼

の
巡
礼

は
、
観

音
が
持

つ
慈
悲
や
幟
悔
滅
罪

の
験
力

に
す
が

る
た
め
の
観
音
巡

礼

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

三

観
音

信
仰
と
聖
、
そ

の
実
態

速
水
侑

の

『
観

音
信
仰
』
二
9

に
よ
れ
ば

、
観
音
信
仰

は
、
鎮
護
国
家
的

な

観
音

の
霊
験
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
か
ら
律
令
国
家
に
受
容
さ
れ
た
が
、
平
安
時

代
に
入

る
と
、
個

人
の
除
病

・
延
命

・
得
福
な
ど

の
現
世
利
益

の
た
め
に
信
仰

さ
れ

る
よ
う
に
な

り
、
貴
族

の
観

音
参
詣
が
盛
行
し
、
摂
関
期
に
は
民
衆

の
参

詣
も
次
第
に
増

え
て
い

っ
た
。

院
政
期
に
は
、
料
藪
聖

た
ち
の
苦
修
練

行

の
地
で
あ

っ
た
観
音
霊
場
が
、
貴

賎

の
集
う
結
縁

の
場
と

な
り
、
や
が
て
観
音
霊
場

の
誕
生

へ
と

つ
な

が
る
の
で

あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
観
音
霊
場

、
特
に
西
国
三
十

三
所

観
音
霊
場

の
成
立

に

は
、
そ
れ
ら

の
霊
場
を
巡
礼
し

て
修

行
し
た
遊
行
聖
や
回
国
行
者

・
山
伏

が
大

き
く
関
わ
り
、
民
衆

の
参
詣

の
先
達

と
し
て
活
躍
し
て
い
た

こ
と
が
明

ら
か
に

な

っ
て
い

る
。

ゆ
え
に
、
『
梁
塵
秘
抄

』
三

.
に
も

聖

の
住
所
は
ど

こ
ど

こ
ぞ

箕
面
よ
勝
尾
よ
播
磨
な
る
書
写

の
山

出

雲
の
鰐
淵
や
日

の
御
碕

南

は
熊

野
の
那
智
と
か
や

聖
の
住
所
は
ど

こ
ど

こ
ぞ

大
峰
葛
城

石
の
槌

箕

面
よ
勝
尾
よ
播
磨

の
書
写

の
山

南
は
熊
野

の
那

智
新
宮

と
あ
る
よ
う
に
、
聖
た
ち
は
多
く
諸
国

の
霊
山
を
歴
遊

し
て
験

力
を
得

て
い
た

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、

「
山
寺

行
ふ
聖

こ
そ

貴

き
も

の
は
あ
れ

・
:
:
」

と

今
様

に
う
た
わ
れ
た
よ
う
に
、
験
力

を
得

た
聖

と
の
結
縁

を
求

め
て
人

々
が
や

っ
て
来

た
の
で
あ

っ
た
。

端
的

に
言
え
ぱ

、
聖
た
ち

の
活
躍

に
よ

っ
て
観
音
霊
場

の
巡
礼
が
始
ま
り
、

貴
賎

の
人

々
に
広
ま

っ
て
い

っ
た
と
言

え
る
。

腸
膜

尼
の
巡
礼

の
コ
ー
ス
に
は
、
聖
や
尼
た
ち
が
深
く
関

わ

っ
て
い
る

こ
と

を
先

に
述

べ
た
が
、
そ
の
理
由
が

こ
こ
で
明

ら
か
に
な

っ
た

。
す

な
わ
ち
、
観

音
霊
場

に
お
い
て
、
聖

た
ち
は
厳
し

い
修
行
を
し

つ
つ
、
ま

た
、
先
達

と
し
て

民
衆
を
唱
導
し

な
が

ら
活

躍
し
て

い
た

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
よ
う
な
聖

の
活

躍
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が
、
胴
膜

尼
説
話
に
断
片
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

腸
膜
尼
も

こ
れ
ら

の
観
音
霊
場
を
巡
る

こ
と
、
観
音
巡
礼

を
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
夫
重
衡

の
俄
悔
滅
罪

・
若
君

の
成
仏

・
我
身

の
救
済

を
求

め
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
巡
礼
中
に
、
聖
や

尼
た
ち

と
交
流

を

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め

て

「聖
」

と
い
う
語
に
着
目
し

て
お
き

た
い
。
五
来
重

は

『高

野
聖
』
(三
)
で
、

原
始
宗
教
者

と
し

て
の
聖
は
、
隠
遁
性

・
苦
行
性

・
遊

行
性

・
呪
術
性

・
世
俗
性

・
集
団
性

・
勧
進
性

・
唱
導
性
を
も

つ
も
の
と
し
て
歴
史
に
あ

ら
わ
れ

て
く
る
。

と
言

っ
て
い
る
。

ま
た
、

高
野
聖
は
高

野
山
に
所

属
す

る
聖

で
あ

る
が
、
高

野
山

の
ほ
か
に
も
善

光
寺

・
長
谷
寺

・
四
天

王
寺

・
東
大
寺

・
鞍
馬
寺

・
清

涼
寺
な
ど
に
も
聖

が
お

っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
寺

の
勧
進
に
従
事
し

て
い
た
。
そ

の
ほ
か
京

都

の

大

原

・
嵯

峨

・
西
山

・
東

山

な
ど

も

聖

の
住

所

と

し

て

知

ら

れ

て

い
る

。

こ
れ
ら

の
聖

は
か
な
ら
ず

し
も
そ
れ
ぞ
れ

の
寺
院

に
専
属
し
た

の
で
は
な

く

、

た
が

い
に
交
流

し
た

り
遊
行
し
た

り
し

て
い
た

の
で
あ
る
。

〈傍
線
筆
者
〉

と

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

期

の
も

つ
遊
行
性

に
よ

っ
て
東

山

(長

楽
寺
)
・
南

都

(興
禍

寺

・
東
大

寺
)
・
四
天
王
寺

(
天
王
寺
)
と

い
う
地

が
、
聖

た
ち

の
活
躍

・
活

動
し

て
い
た
霊
場
や
修
行
場

と
し

て

つ
な
が

っ
て
い
た

の
で
あ

っ
た
。

『
梁
塵
秘
抄
』
巻

二
に

尼
は
か
く

こ
そ
候

へ
ど
、
大

安
寺

の

一
万
法

師
も
伯
父
ぞ
か
し
、
甥

も

あ
り
、
東
大
寺

に
も
修
学

し
て
子
も
持
た
り
、
雨
気

の
候

へ
ば
、
も

の
も

着

で
参
り
け

り

と
い
う
今
様
が
あ

る
。

こ
の
今
様

は
、
尼
が
聖
と
同
じ
よ
う
に
、
各
地
を
巡
礼

・
遊
行
し
な
が
ら
修
行

し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
た
も

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

ま
た
、

こ
の
よ

う
な
聖
や

尼
の
姿

は
、
燭
膜
尼
が
南
都
巡
礼
中

に
、

乞
食
修
行
者

の
様

に
な
り
果
て

て
、
浅
ま
し
げ
に

て
、
行
き
寄

る
所

を

臥
ど

と
し
、
乞

ひ
得

る
物
に
命

を

つ
ぎ

て

〈中
略
〉
元
来
思

ひ
切
り
て
出

で
た
れ
ば
、
栖

を
定

む
る
事
無

し
。

こ
こ
の
唐
居
敷
、
か

し
こ
の
築
地

の

は
ら
、
木

の
根
、
萱

の
根
、

い
つ
く
に
も
傾
き
臥
し

て
ぞ
悲
し

み
け

る
。

と
あ
る
。

『
発
心
集

』
第

一

十

「
天
王
寺
聖

、
隠
徳

の
事
付
乞

食
聖

の
事
」

三̂
〕
の

天
王
寺

の
聖

は
、

乞

ひ
集
め

た
る
物
を

ひ
と

つ
に
取
り
入
れ

て
、
あ
り
き
あ

り
き
是

を
食

ふ
。

〈中
略
〉

ひ
た
す
ら
物

狂
ひ
に

て
な
む

あ
り
け

る
。
指

し

て
そ
こ
に

跡
と
め
た
り
、
と
見
ゆ

る
処

な
し
。
垣

の
根

・
木

の
下

・
築
地

に
随

ひ
て

夜
を
明
か
す
。
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と
あ

る
。

こ
の

『
盛
衰

記
』

の
欄
膜
尼
と

『
発
心
集
』

の
聖

に
対
す

る
表
現
は

か
な

り

近
似
し

て
お
り
、
当
時

の
聖
や
尼
た
ち

の

一
般
的
な
生
活

ス
タ

イ
ル
を
表
し

て

い
る
と
言
え

る
で
あ

ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
当
時

の
尼

た
ち
の
中

に
は
、
乞
食

の
よ
う
に
み
す
ぼ
ら
し

い
風

体
で
さ
ま
よ

い
歩

い
て
い
た
尼

が
い
た
の

で
あ

る
。
燭
膜
尼
も

「尼
は
か
く

こ

そ
候

へ
ど

」

の
今
様
に
あ

っ
た

尼
の
よ
う
に
、
も

の
も
着
な

い
、

み
す
ぼ
ら
し

い
乞
食

の
よ
う
な
姿

で
あ

っ
た

こ
と
が
想
豫

で
き
る
。

さ
ら
に
、
前
出

の
五
来

『
高

野
聖
』

で
は
、

聖

の
も

っ
と
も
重
要

な
機
能

で
あ
る
勧
進
は
、
唱
導
と

い
う
手
段
に
よ

っ
て
は
じ
め

て
目
的
を
達
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

と
し
て
い
る
。

『
盛
衰
記

』

の
欄
膜
尼
説
話
に
は
、
尼
が
我

が
子
を
失

っ
た
悲
し
さ
に
、

首
を
ぱ
身

に
そ

へ
て
放
ち
給
は
ず
。

又
こ
の
若

君
慰
み
に
と
て
常

に
翫

び
給

ひ
け
る
小
車

二
つ
を
並

べ
置
き

て
、
恋

し
き

時
は
こ
れ
を
見

て
ぞ

慰

み
給

ひ
け
る
。

と
あ
り
、
南
都
巡
礼
中

に
南

都
の
修

行
者

の
尼
か

ら
も

「
〈前

略
〉
五
六
ば

か

り
な
る
幼
き
者

の
首
を
懐

に
入
れ
持
ち

て
、
常

は
取
り
出
だ
し

て
い

つ
く
し
き
小
車
に
並

べ
て
見

る
事

の
き
た
な
さ
よ
。

:
・
:

〈後
略
〉
」

と
批

判
さ
れ
、
憎
ま
れ
る
場

面
が

『
盛
衰
記

』
が
あ
る
。

こ
の
二

つ
の
場
面
は
、
実

は
燭
膜
尼

に
よ
る

「
燭
膜

語
り
」
の
唱
導

の
実
態

を
示
唆

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

す

な
わ
ち

、
濁
膜

を
使

っ
て
そ

の
由
来
を
聴
衆

に
語
り
、
勧
進
し
て
い
た
乞

食
風

な
尼
が
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な

「欄
膜

尼
」

が
、
観
音
霊
場

を
テ
リ
ト
リ
ー

と
し

て

「
燭
膜
語
り
」

の
唱
導
を

し

て
い
た
と
考

え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

四

文
覚
と
弱
鰻
、
聖

の
ス
タ
イ
ル

聖

の
要
素

を
持

ち
、

さ
ら
に
欄
膜

(偽
首
)

で
民
衆

に
勧
進

し
て
い
た
人
物

が

「平
家
物
語
」

の
中

に
い
る
。
文
覚

で
あ

る
。
ま
た
、
文
覚

は
、
燭
膜

・
観

音
信
仰
と
も

つ
な
が
り

の
あ

る

「醐

膜
聖
」

で
も
あ

っ
た
。

「平
家
物
語
」

で
は
文
覚
は
、
諸

国
の
修
験

道
場
で
修
行
を
積
ん
だ

「や

い

ば

の
験
者
」

で
あ

る
山
伏

・
修
験
者

で
あ
り
、
そ

の
間

の
修
行

を
通
じ

て
弘
法

大

師

の
熱
心
な
信
奉
者
と
な
り
高
雄

の
神

護
寺
復
興

へ
と
尽
力
し
た
聖

で
あ

っ

た
。け

れ
ど
も

、
『
盛
衰
記
』

に
登
場
す

る
文
覚
は
、
修

験
者
や
聖

と
し

て
の
性

格
だ
け

で
は
な
く
、
観
音

信
奉
者
と
し

て
の
描

か
れ
方

が
強

い
。

『盛
衰
記

』
巻
十

八

「文
覚
頼
朝

に
謀

反
を
勧
む
る
事
」

「文
覚
清

水

の
状
、
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天
神

の
金

の
事
」

「
龍
神

三
種

の
心
を
守

る
事
」

巻
十
九

「
文
覚
発

心

の
事
附

東
帰
婦
女

の
事

」

「文
覚
頼
朝
対
面
附
白
首

の
事
」

の

一
連

の
文
覚
説
話

で
は
、

①
文

覚
は
、
長

谷
寺

の
観
音

の
申
し
子

で
あ

っ
た
こ
と
。

②

伊
豆
流

罪

の
前
に
、
消
息
文
を
清
水
寺

の
観
音

に
差
し
出

し
た
こ
と
。

③

伊
豆
流
罪

の
道
中

で
、
観
音
利
生
を
役
人

に
語

っ
た
こ
と
。

④

「若

き
よ
り
千
手
経

(千
手
観
音

の
利
生

を
説
く
経
)
の
持
者

」
で
あ

っ
た

こ
と
。

⑤
伊

豆

へ
の
護
送

中
、
海
上

で
嵐

に
遭

っ
た

際
、

「我
昔

よ
り
千
手
経

の

持

者
と
し

て
、

深
く
観
音

の
悲

願
を
愚

み
、

.

.

.

.

.」

と

一
喝
し
、
災

難
か
ら
逃
れ

た
こ
と
を
観

音
利

生
悲
願
で
あ
る
と
し
た

こ
と
。

⑥

文
覚
発
心

の
動
機
が
、

「
こ

の
女
房

(
袈
裟
)
は
観
音

。
優
婆
夷

の
身

を
現
じ

て
、
我
等
が
道
心
を
催
し
給
ふ

と
観
ず

べ
し
」
で
あ

っ
た

こ
と
。

⑦
文
覚

の
伊

豆
配
流
先

が
、
奈
古

屋
寺

で
あ
り

「本
尊
は
観
音
大
悲

の
霊

像
な
り
。
効
験
無

双
の
薩
垂
な
り
け
れ
ば
、
国
中

の
貴
賎
参
詣
隙
な

し

。
」
と
す
る
観
音

の
寺

で
あ

っ
た

こ
と
。

⑧

そ
の
奈
古

屋
寺
で
も
、
庵
を
結
ん

で
観
音

の
行
法

を
行

っ
て
い
た
こ
と
。

か
ら
、
文

覚
が
観

音
の
信
奉
者

で
あ
り
、
観
音
に
深
く
帰
依
し

て
い
た

こ
と
が

わ
か
る
。

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
観
音
信
奉
者

で
あ

っ
た
文
覚

は
、
燭
膜

と
関
係

し
て

い
た
の
で
あ

っ
た
。

『
平
家

物
語
』

(覚

一
本
)
巻

五

「福
原
院

宣
」
で
、
文
覚

が
伊
豆

に
流

さ

れ
た
際
に
、

懐
よ
り
白

い
布

に
包

ん
だ

る
欄
膜
を

一
つ
取
り
出
す
。
兵

衛
佐
、

「
あ

れ

は
い
か
に
」

と
の
給

へ
ば

、

「
こ
れ

こ
そ
わ
ど

の
の
父
、
故

左
馬
頭

殿

の
首

よ
。
平
治

の
後
、
獄
舎

の
前
な
る
苔

の
下

に
埋
も
れ

て
、
後
世

弔
う

人
も

な
か
り
し
を
、

文
覚
存
ず

る
旨
あ

っ
て
、
獄
守

に
こ
う

て
、

こ
の
十

余
年

頸
に
懸
け
、
山
々
寺

々
拝

み
廻
り
、
弔

い
奉
れ
ば

〈後
略
〉
」

と
言

い
な
が

ら
、
頼
朝

に
父

・
源
義
朝

の
欄
膜
と
称
す

る
偽
燭
膜
を
見

せ
、

平

家
打
倒

の
決
意

を
固
め
さ
せ
、
決
心
さ
せ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
、
燭
膜
を
見
せ

て
い
わ
れ
を
語

る
と
い
う
行
為

は
、
勧
進

・
唱

導

と

つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。

ま
た

、
『
平
家

物
語

』

(覚

一
本
)
巻

十

二

「
紺
掻

之
沙
汰
」

で
は
、
頼

朝

の
命

を
受
け
た
文
覚
は
、

鎌
倉

の
源

二
位
頼
朝
卿

の
父
、
故
左
馬

頭
義
朝

の
う
る
は
し
き

か
う

べ

と
て
、
高

雄

の
文
覚
上
人
頸

に
か
け
、
鎌

田
兵
衛
が

頸
を
ば

、
弟

子
が
頸

に
か
け
さ
せ

て
、
鎌
倉

へ
そ
下

ら
れ
け

る
。

と
も
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
当
時

の
聖
た
ち

の

一
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
燭
膜

を
頸
に
か
け

て
持
ち
歩

い
て
い
た
と

い
う

こ
と
が

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

柳
田
国
男
は

「毛
坊
主
考
」
.
囚
.
で
、
高

野
聖
が
、

「40一



近
世

の
記
録
に
は

「此
輩
定
ま
れ

る
資
縁
無

け
れ
ば
笈

を
負
ひ
て
諸
国

を
托
鉢

し
、
無
縁

の
死
骨
を
拾

ひ
当
山

(高

野
山
)
奥
院

に
回
向
す
」
と

あ
る

〔祠
曹
雑
識

四
十

五
〕

〈
(

)
内
は
筆
者
挿
入
〉

と
言

っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
聖
が
無
縁

の
死
骨

を
持

っ
て
諸
国
を
遊
行
し
、
回

向

し
て
い
た

こ
と
が
わ

か
る
。

ま
さ
に
、
当
時

の
聖

た
ち

の
多

く
が
、

頸
か
ら
遺
骨
を
か
け

て
遊
行
し

て
い

た
実
態

も
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
で
あ

る
。

さ

ら
に
言

う
な
ら

、
『
盛
衰

記
』
巻

十
九

「
文
覚

発
心

の
事
附
東
帰

婦
女

の

事

」
で
は
、
文
覚
が

昔

の
女

(袈
裟

)
の
事

を
思
ひ
出
だ
し

て
、
常
は
衣

の
袖
を

し
ぼ

り
け

り
。
苦
し
や
慰

む
と
て
、
か
の
女

の
影
を
写
し

て
、
本
尊
と
共

に
頸

に
懸

け

て
、
恋
し
き

に
も
こ
れ
を
見
、
悲

し
き
に
も

こ
れ
を
弔

ひ
け

る
こ
そ
せ

め

て
の
事

と
哀
れ

な
れ

。

〈
(

)
内

は
筆
者
挿

入
〉

と
、
女

の
絵
姿
を
も
首

に
懸

け
て
修
行

し
て
い
た
様

子
が
わ
か
る
。

こ
の
場
面

に
お
け

る
恋

し
い
時
、
悲

し
い
時
に
絵
姿
を
見

て
慰
め

る
と
い
う

行
動
は
、
先
程
述

べ
た
欄
膜

尼
の
行
動

と
同
じ
で
あ
る
。
ま
さ
に
唱
導

の
実
態

を
表

し

て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
聖
た
ち

の
中

に
は
、
欄
膜

・
白

骨
や
絵
姿
を
首
に
か
け

て
の
異

風
で
聴
衆

の
関
心
を
引
き
、

そ
の
い
わ
れ

を
臓
悔

す
る

「欄
膜
聖
」
が

い
た

の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
腸
膜
尼
説
話

で
見

て
き
た
よ
う
に
、
聖
だ
け

で

は
な
く
女
性

の
出
家
者

で
あ

る
尼

も

「醐
膜
語
り
」
を
行

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、

そ
の
よ
う
な

「欄
膜

語
り
」
を
す
る

「欄
膜
聖
」
や

「欄
膜
尼

」

た
ち
は
、
観
音
信
仰
や
観
音
霊
場

に
深
く
関

係
し
て

い
た

の
で
あ

る
。

五
来
重

.一吾
や
水
原

一
三
ハ)
は
、
文
覚
と
腸
膜

の
関
係

・
聖

と
濁
膜

の
関

係

に
関
し

て
、

以
前

か
ら
言

及
し
て
い
た
。

筆
者

は
、
さ
ら
に
両
氏

の
意
見

に

「
欄
膜
聖
」
や

「燭
膜
尼
」

た
ち
が
、
観

音
信
仰

を
背
景

と
し

て
、
観
音

霊
場
な
ど

で

「欄
膜
語
り
」

の
唱
導

を
行

っ
て

い
た

こ
と
を
付
け
加

え
た

い
。

お
わ
り
に

『盛
衰

記
』
燭
膜

尼
説
話
に
登
場
す
る
重
衡

の
妻

は
、
愛
す

る
若

君

の
醐
膜

を
懐

に
入
れ
て
、
南

都

へ
走
り
、
や
が

て
、
天

王
寺

に
た
ど

り
着

き
、
難
波

の

海

に
消

え
て
い

っ
た
。

こ
の
欄
膜
を
持

つ
女

の
背
後

に
は
、
お
そ
ら
く
腸
膜
を
持

つ
複

数

の
尼

の
集

団

、
す

な
わ
ち
、
「欄
膜
尼
」
た
ち

の
姿

を
見

通
す

こ
と
が
で
き
る

の
で
あ

る
。

ま

た
、

「燭
膜
尼

」
が
、
東
山

(
長
楽
寺
)
、
南
都

(興

福
寺

・
東
大
寺

)
、

そ

し

て
天
王
寺

へ
と
浄

土
に
近
づ

い

て
行

っ
た

こ
と
が
明
確

に
見

え
、
「燭
膜
尼
」

の
巡
礼

の
道
が

具
体
的

に
見

え
て
く
る

の
で
あ

る
。

そ
の
巡
礼

の
道

と
は
、
観
音

を
信
奉
し

て
観

音
霊
場
を
巡

礼
し
、

「
胴
膜
語
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り
」
の
唱
導
を
す
る
道

で
も
あ

っ
た
。

こ
の
腸
膜

尼
説
話

の
観

音
巡
礼
は
、
十

二
世
紀

以
降
に
誕
生
す

る
西
国
三
十
三
所
霊
場

を
象
徴

的
に
物
語

っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

一
方
、

『盛

衰
記
』

の
文
覚

に
つ
い
て
も
、
第

四
節

で
詳
細

に
述

べ
た

よ
う

に
、

腸
膜

を
持

っ
た
聖

で
あ

っ
た
。
文
覚
も

「制
膜

聖
」
を
背

後
に
背
負

い
な

が
ら
、
具
体
的
に
物
語
に
登
場
し
た
人
物

で
あ

っ
た
だ

ろ
う
。
そ
し

て
、
や
は

り
文
覚
も
観
音
を
信
仰
し

て
、
欄
膜
を
持

っ
て
唱
導
す

る
聖

で
あ

っ
た
と
想
定

で
き
る

の
で
あ
る
。

で
は
、

な
ぜ
観

音
信

奉
者
ば

か
り
が
、

「
脚
膜
語

り
」
を
す

る
の
で
あ

ろ
う

か
。そ

の

こ
と
に
関
し

て
は
、
や
は
り
千
手
観
音
が
右

手
に
濁
膜

(杖
)
を
持

っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
由
来
す

る
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
平
安

末
期

の
観
音

信
仰

は
、
文
覚
が
信
仰
し

て
い
た
よ
う
に
千
手
観
音

の
信
仰

で
あ

っ
た
。
そ
し

て
、

ほ
と
ん
ど

の
千
手
観
音
は
、
右
手

の

一
つ
に
燭
膜
や
㈱
膜
杖

(
脳
膜
に
木

を
突

き
刺
し
た

よ
う
な
も

の
)
を
持

っ
て
い
る
の

で
あ

る
。
(.七
v
こ
の
千
手
観

音
像
が
、

「
欄
膜

弔
」
や

「濁
膜
尼
」
に
反
映
し
た

と
も
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、

文
覚

を
代
表

と
し
た

「脚
膜
聖
」
が
、
首

に
腸
膜
や
絵
像

を
か
け
て

い
た

こ
と
は
、
現
在

の
西
国
三
十

三
ヶ
所

霊
場
や

四
国

八
十
八
所
霊
場

を
巡
る

お
遍
路
さ

ん
が
、
首

か
ら
亡
き
人
の
遺
影
や
位
牌
を
か
け

て
巡
礼
す

る
こ
と
と

発
想

の
上

で
は
同

じ
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。

以
上
、

本
稿

に
お
い

て
、

一
つ
に
は
、
中
世

に
お
け
る
観
音

信
奉
者

で
あ

る

「濁

膜
尼
」

「
燭
膜
聖
」

の
活
動
を

『盛
衰

記
』
か

ら
推

定
す

る
こ
と
が

で
き

た
。

二

つ
に
は

、

「濁
膜
尼

」

の
巡
礼

の
道
11
観
音
巡
礼

の
道
も
比

較
的
は

っ

き
り
と
見

え
て
き

た
。

さ

ら
に
言

う
な
ら
、
腸
膜
尼
が
、
懐

に
入
れ

て
い
た
若
君

の
濁
膜
を
小
車
に

並

べ
て
見

て
い
た
、

と
い
う

こ
と
か
ら

「㈱
膜
尼
」

の
唱
導

の
実
態

す
ら
さ
え

も
、

『盛
衰
記
』

を
読

む

こ
と
に
よ

っ
て
見
え

て
く

る
の
で
あ

っ
た
。

以

上
の
ご
と

く
、

『
盛
衰
記

』

の
背
後

に
は
、
観
音
信
奉

者

で
あ

る

「
欄
膜

尼
」

「
燭
膜

聖
」

の
活
動

が
透
か

し
見

ら
れ
、

「
濁
膜
尼

」

の
観

音
巡
礼

の
道

す
ら
象
徴
的

か

つ
明
確

に
物
語

っ
て

い
る
と
言

っ
て
も
良

い
。

ま
た
、
燭
膜

を

懐
か

ら
出
し

て
泣
き

明
か
す

こ
と
は
、

「燭
膜

尼
」

の
唱
導

の
実

態
を
伝

え

て

い
る
部
分

で
は
な

い
か

と
思

わ
れ
る
。

さ
ら

に
は
、
醐
膜
尼
説

話
と
文
覚
説

話
を
通
し

て
、
『
盛
衰
記

』

の
根
底

に

観

音
信
仰
が
あ
る

こ
と
が
わ

か

っ
た
。
そ
し
て
、
脚
膜
尼
説

話
や
文
覚
説
話
自

体
を
語

る

「
語
り
手

(
平
家
語

り
)
」

の
存
在
も
考

え
ら
れ
、

こ
れ
ら

の
説
話

が

「
平
家

物
語
」
に
取
り
入
れ

ら
れ

た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

最
後
に

、
『盛

衰
記
』

に
お

い
て
観

音
巡
礼
を

し
て
い
る
人
物

が
ま
だ
他

に

も
い
る
。
そ
れ
は
、
平
維

盛

で
あ

る
。
「
平
家
物

語
」

の
諸

本
の
中

で
も
、
『
盛

衰

記
』

の
維
盛
だ

け
は
、
確
実

に
、
観
音
巡
礼

を
行

っ
た
後

、
那
智

の
沖

で
入

水
往
生

を
遂
げ

て
い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
維
盛

の
観
音
巡
礼

、
な
ら
び

に
観

音

一42一



信
仰

に
お
け
る
入
水
往
生
に
関
し

て
は
、
後

日
改
め
て
述

べ
る

こ
と
と
す

る
。

【注

】

『
源

平
盛
衰

記
』
は

、
水
原

.
考
定

『
新
定

源

平
盛
衰

記
』

(新

人
物
往
来
社

一
九
九

一
)
を
使

川
し

た
。

『
平

家
物
語

』
と
だ

け
記
し
た

も

の
に
関
し

て
は
、
覚

一
本
系

の

『
平
家
物

語
』

で
あ
る
新

日
本
古

典
文

学
大
系
本

(梶
原

正
昭

・
山

ド
宏

明
校

注

措
波

書
店

一
九
九

一
・
一
九
九

)
を

使
用
し
た

。

ま

た
、

「
平
家

物
語

」
と
し

た
も

の
は
、

日
本
占
典

文
学

に
お
け

る

「
平
家
物

詰
」

と
い
う
軍

記
物

語

の

.
ジ

ャ
ン
ル
を
総

称
し

て
、
本
論
文

で
は
使
用

し

て
い
る
。

(
.
)
渡

辺
貞
麿

「欄
肢

尼
説
話

と
湛
敬

・
印
西
」

(
『
平
家

物
請

の
思
想

』
法
蔵
館

平

成
元
年
)

(
.
.)
砂

川

博

「
燭
肢
尼

潭
」

(
『
平
家
物
語
新
考

』
東
京

美
術
出
版

昭
和

五
十
ヒ
年

)

(
三
)
柳

田
洋

.
郎

「平

家
物
語

と
死
者

-
首
の
語

り
の
境
界

例

1
」

(
『
梅
花
短
大

国
語
国

文
b
第

四
腎
)

(
四
)
名
波

弘
彰

「
『
平

家
物
語

』
燭

腹
尼
説

話
考

」

(『
文
藝

誌
語
研
究

』
文

塾
篇
2

8

筑
波
大

学

文
芸

・
唱・口
語
学

系

一
九

九
五
)

(
匠
)

堀
井
令

以
知

「京

こ
と
ば

と
わ
ら

べ
歌
」

.

.
、
京

の
地
名
を
含

む
わ
ら

べ
歌

(
平
成
卜

.

.
年
度

口
本

歌
謡
学

会
春
季
大
会

公
開
講

演
会

の
発

表
な
ら
び

に
レ
ジ

ュ
メ
よ
り

)

(
六
)

近
松
全
集

同
行
会

編
纂

「
他

力
本
願
記

』

(
『
近
松
全
集

』
第

、
一..巻
所
収

場
波
酢
店

.
九

九

一
)

(ヒ

)
泉
谷
康

夫

『
日
本

歴
史
叢
書

5
6

闇
ハ編
寺
』

(
吉
川
弘
文
館

平
成
九

年
)

(八

)
占

田
紹
金

金
岡
秀

友

鎌

田
茂

雄

藤
井

正
雄
監
修

『
仏
教
大
事
典

』
(
小
学
館

.
九
八

八
)

「
二
月
堂

」

「三

月
堂

」

の
項
よ
り

(九

)
名
畑
崇

「太
子

観

の
展

開
と

そ
の
構

造

」
(
『
日
本

仏
教
宗
史
論

集

第

一
巻

聖
徳
太
子

と

飛
鳥
仏
教

』
所
収

吉
川
弘

文
館

昭

和
六
十
年

)

(
一
〇
)
速
水

侑

『
塙

選
書
7

2

観
音
信

仰
』

(塙
書

房

昭
和

四
十
五
年

)

(
一

一
)

小
林
芳
規

武
石
彰

夫
校

注

『
梁
塵
秘

抄
』

(新

日
本
占
典
文

学
大

系

『
梁
塵

秘
抄

閑

吟
集

狂
ハ.口
歌

謡
』

場

波
書
店

一
九
九
三

)

(
二

一)

五
来

亟

「
角

川
選
書

7
9

増
補

11
高
野
聖

』

(角
川
書

店

昭

和
五
f
年

)

(
、
一.一)

三
木
紀
人
校

注

『
発

心
集
』

(新
潮

日
本
古
典
集

成

『
方
丈
記

発
心
集

』

新
潮
社

平
成

二
年

)

(
一
四
)
柳

田
国
男

「
毛
坊
主

考
」(

『定
本

柳
田
國
男
全

集
』
第
九
巻
所
収

筑
摩
書

房

一
九
六

二
)

(
一
五
)

(
丁

.)

の
五
来

に
同
じ
。

(
.
六
)

水
原

一

巻
五

「文

覚
」

の
頭
注

*
義
朝

の
燭
膜

(新
潮

日
本
古
典

集
成

「
平
家
物

語
』
中

新

潮
社

昭
和
五
十

五
年

V

(
…
ヒ

)
佐
和
隆
研

浜

田
隆
責
任

縞
集

『
密
教

美
術
大

観
』
第

二
巻

「如
来

・
観
音

」

(
朝
日
新

聞
社

昭

和
五
十
九

年
)

(本
学
大
学
院
生

)
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〈資
料
1
>
諸
本
間
に
お
け
る
燭
艘
尼
説
話
の
異
同
表

登

雛響

東臨

輔、

乱
騨
灘

歳
慶騨

上
人

大

雛

耀、

乳
盟譜

晒

乳

盟譜

西

上

乳
母
の
登
場

き
女
房
(
二
十
四五ばかり)

しくて廿四五ばか

り

黎

鵬路

若
君
の
移動

先

一

条
万
里
小路

↑
蓮
台
野

↑
騰
堂
首
を抱

き
一

↑

蓮台

野
の
奥峰
の
堂

仁
和寺

の
奥
なる所

↑

六
條
川
原

仁和

寺
の
奥
なる所

↑

六
條河

原

母
上
・

乳
母の行
動

て
泣
く乳母身を

抱
きて泣く一一

は
〉
上

首
を
かき抱ひて(中略)やがて絶え入給ひぬ乳母堀なる骸を抱き上げて膝の上にかきのせ是もやがて消え入ぬ

母
上

首
を
右
膝の上に置き、をめき叫ぶ。後に息も絶えて音もせず。

母上

首
を
取
りて、身に差し合わせて余りの事なればにや泣きもし給はず只生きたるおさなき者を抱きたる様にいだき、身に気も心もありとも見えず、ほれぼれとしておはしけり

齪
灘
懸
所
蓮台

野
の
池
坊

蓮台

野
の
池
坊

大

輔
激

灘
に
小原

の
來
迎
院

塒

朧
來
迎
院

か
う
べ
を
御
供の法師に寺たせ

若
君
の

若
君
徽

購
所

長
楽
寺
の
坊

長楽

寺

4原

の
來避

院

四
骨
八
日
の
念
仏七日七日の仏事

骸を

ぱ
灰
に
なし、七々四十九日が間不断念仏

尼
の
寺
ち
物

首
と
小
車

首

小車

首

か

う
べ

そ
の
鮒
の
乳
母

思
死
に
失
せ
にけり

思
ひ
の
つ
も
りにやほどなふはかなくなりにけり

若
君
の
父
親

本
三
位
中
将
重
衡

本
三
位中

将重

衡

故
修
理
大
夫
経盛の嫡男皇后宮亮経正

故修

理
大夫

経盛の嫡男皇后宮

雛
旺
來迎

院

尼
の

巡
礼コ
ー
ス

東
口
長
楽
寺

↑

奈
良

興福

寺東大寺提婆提女の逸話「偶肢の尼」
と名付けられる

↑

天
王
芋

西
門1.

東山

長楽

寺

↑

奈
良

東大

寺興福寺「どくろ御前」とそ申ける提婆提女の逸話

↑

天 .L

孝

.西

門

大
原
の
來
迎
院

↑

天
王
寺燭膜
尼
と
そ
申しける

↑

行
方
知
れず
↑

天
王
芋

大
門醐肢あまと
いふ非人

尼
の
往生

の遂げ
方

断
食
念
仏(七日七

夜)

↑

今
宮
の
前

木
津

↑

難波

の
沖

↑
西
に
向
か
い
て念仏二一二百返ばかり申し

↑
車
と
首
と
と
もに入水

断
食(
七
日
七
夜
)

↑

今
宮
の
前

木
津

↑

沖
に
漕ぎ

出
い
て

↑

西
に
向
か
ひ
手を合はせ念仏百返ばかり唱へ

↑

若
君
の
燭腹

をくだんの車にくくり合はせ波の底にいる躰にもてないて我身も投げてそうせられける

↑

海
人
こ
は
い
かにと慌て騒いで悲しみけれ共かいそなき

百
日
無
言
に
て念仏

↑

渡
邊
川
↑
西
に
向
か
い
て手をあさへ、高声念仏千返計

↑

身
投げ

上
人が

尼
に
出会う

↑

無
言念

仏

↑

渡
邊
の
橋
の
上

↑
西
に
向
か
い
高声念仏

↑

身
投げ
↑
紫
雲立

ち音

楽していきう薫じて

海
人
に
よ
る追善供
養

海
人が

遺体

を引き上げ、灰に焼き、また海へ

↑

西門

で
追善

念
仏

上
入
へ
の報
告
者

上
人
の
弟子

、天王寺の信阿弥陀仏

天
王
寺
の
非
人在家人

上
人
に
よ
る追善供
養

今
ま
で
の
あ
りさまを語り

↑
尼
に
対す

る
教養回向

↑

諸
僧
を
勧進
↑

一

字
三

礼
の
一日経を書き、難

波耀

撒購

道

上
人
か
の

身
を取り上げて、けうようし

↑
経
を
読
み、

念仏申す

燭
肢
尼
の
出
自

信
西
の
孫桜町中納

言成範卿の娘新中納言の御局〈本三位中将
の時々通ひし女舅・八条堀川で最期に別れし人〉

三
位
の
中
将
生きながら捕らはれて、鎌倉へ渡され給ひし時、八条堀河の御堂にて行逢ひ候ひし

左
大

臣伊

通
の

孫鳥飼大納　,口の娘

左
大
臣
ひ
通
の

孫烏飼中納雪,口の娘
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